


第５期横浜市地域福祉保健計画の策定にあたって 

 

 人口減少や少子高齢化の進展による担い手不足、雇用慣行の変化、価値観や生活様式の多様

化など、横浜市の地域福祉保健を取り巻く環境は大きく変化しています。 

 また近年、いわゆる「8050 問題」や、ダブルケア、ヤングケアラー、ひきこもりなど、生活課題の複

合化・複雑化も問題となっています。さらに、地域のつながりが徐々に希薄化している中で、こうし

た困りごとを抱えていても、誰にも相談することができずに孤立し、問題が深刻化してしまう方々も

います。 

 

 こうした中、地域で暮らす市民の皆様、関係機関・団体の皆様、そして行政が協力して、互いに支

えあうことのできる、より良い地域づくりに取り組むことで、『誰もが安心して自分らしく健やかに暮

らせる よこはま』を実現するために、「第５期横浜市地域福祉保健計画」を策定しました。 

 地域の絆を支える横浜の市民力は、横浜市の財産です。この計画により、地域福祉保健の推進に

向けて、目指す方向性や目標を皆様と共有し、互いに認めあい、つながりあうことのできる地域を、

ともにつくってまいります。皆様の御支援と御協力をお願いします。 

 

 結びに、本計画の策定に当たり、熱心に議論していただいた横浜市地域福祉保健計画策定・推進

委員会の皆様、パブリックコメントなどを通じて、多くの貴重な御意見・御提案をお寄せいただいた

市民の皆様及び関係者の皆様に、心から感謝申し上げます。 

 横浜市は、この計画のもと、皆様とともにより良い地域づくりに取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

  

  

                令和６年３月 

                   横浜市長   





新しい地域福祉保健計画で新しい地域コミュニティの再生を 

 

 横浜市地域福祉保健計画も全市計画は第５期となり、すっかり横浜市の地域コミュニティに関す

る計画として定着した感があります。第１期からずっと関わらせていただいた者として、その間の展

開を思い返し、横浜がこのような素晴らしい地域づくりのツールを我がものとしたことを大変よろこ

ばしく思っています。 

 日本一の巨大自治体である横浜市の地域福祉保健計画は、支援的計画である全市計画、本体

的計画である各区の計画、それに身近な地域での住民自身による地区別計画の、三層構造をとっ

ており、大規模な自治体でもきめの細かい地域づくりが福祉の観点からできるようになっています。

第２期計画においてすでに全ての地区で地区別計画が策定され、各地域で地域活動を推進する際

の軸となる仕組みとなって定着したことは、横浜市民の獲得した大きな成果です。 

 

 本計画冊子の中にも述べられていますが、福祉ないし地域福祉保健は、狭義の福祉だけではなく、

防災、教育、多文化共生、環境、都市計画・建築、交通等々の様々な分野とも関わっており、実際に

も地区別計画を拝見すると、こうしたいわば「他分野」の取組がたくさん登場します。ある区の区計

画が「暮らしやすいまちづくりの計画」と題しているのも頷けようというものです。 

 包括的な地域づくりの強力なツールとして地域福祉保健計画を生かして、これからも住みよい横

浜の地域を築いていきたいところですが、このところ実際のその現場で柱となるべき自治会町内会

の加入率が下げ止まらず、また地域のつながりの希薄化も進行しているのが現実です（本計画冊

子にもデータが載っています）。そんな中でどうやって地域コミュニティを再生していけるでしょう

か？ 

 おそらく、まさにこの地域福祉保健計画を用いて、地域の状況をみんなで話しあい、必要な手を

打っていくことによってです。 

 

 これから、区計画や地区別計画も第５期に突入していきます。その話しあいと取組の中でこの「地

域福祉保健計画」という得難いツールを十分に活用し、住みよい地域をつくってまいりましょう。 

 
 
 
 
                  令和６年３月 

                  横浜市地域福祉保健計画策定・推進委員会 

                  委員長 名和田 是彦 
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